
ＪＲ川崎駅・京急川崎駅間の歩行者通路 

２２２．．．回回回遊遊遊性性性ののの強強強化化化    

西口地区では、商業施設、都市型住宅の整備などの民間を中心とした再開発事業が進められる

とともに、東口地区では、商業施設のリニューアルが進んでいます。今後、さらなる集客が見込

まれることから、駅周辺の回遊性を高め、利便性の向上、中心市街地の活性化を図るため、往来

しやすいまちづくりを推進します。 

 

（４）新たな北口自由通路の整備 
 現在の東西自由通路の通行者数は約18万人/12h（平成16年9

月調査）となっており、通行量ピーク時には東西往来者と駅施設

利用者の輻輳が顕著に見られます。 

今後、西口地区で進められている再開発事業の完成後の通行量

は、約 22万人/12hになると想定され、より一層歩行者に対する

安全性やサービス水準の低下が懸念されます。将来における東西

自由通路の混雑解消と歩行者通行の分散、駅周辺の回遊性強化と

利便性向上を図るため、関係者と協議、調整を進めながら改札口

設置を含めた北口自由通路の整備を推進します。 

 
（５）歩行者空間や道路横断の環境改善 
 西口大宮町地区の再開発事業では、都市型住宅の整備にあわ

せ、ペデストリアンデッキの整備により、川崎駅へのアクセス

性を強化し、回遊性の向上を図ります。また、東口地区におい

ては、商店の路上看板や放置自転車等があるため、ＪＲ川崎駅

と京急川崎駅間などにおける安全で快適な歩行空間が求められ

ています。今後、関係者への協力を働きかけながら、市街地再

開発事業等の機会を捉え、新たな歩行者空間のあり方を検討し、

整備を推進します。 
 
（６）東西自由通路の西側接続と機能強化 
 西口堀川町地区の再開発事業における大規模商業施設の整備にあわせ、東西自由通路と大規模

商業施設を結ぶペデストリアンデッキの整備により、回遊性強化、利便性の向上を図ります。 
 
（７）駅東西連絡の強化 
 東口地区と西口地区を結ぶ府中街道は、歩道の幅員が狭い箇所

や、一部に階段があります。こうした中で自転車通行の約3割が

車道を通行していることから、歩行者・自転車通行の安全確保が

課題となっています。今後、西口地区の再開発事業などにより、

さらに自転車の通行量が増えることが想定されます。 

このため、歩行者・自転車通行の安全方策を検討し、改善、整

備を図ります。 

 
 
（８）東口の回遊性向上 
 現在の川崎駅ビル前通路の歩行者交通量は、ルフロン方面へ

は約 4万 3千人/12h、リバーク方面へは約 4万人/12h（平成

16年 9月調査）となっており、西口地区全体の再開発事業が

完成した後の歩行者通行量はさらに増えると想定されます。こ

のため、地上部の歩行空間の確保とともに、日航ホテルと駅ビ

ル間のペデストリアンデッキ整備や、これらと東西自由通路、

北口自由通路などとの連携を検討し、東口の回遊性強化や利便

性向上に向けた取り組みを進めます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「基本施策」の内容                                                       P５ 

北口自由通路設置検討位置 

府中街道アンダーパス部 

 
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ設置検討位置 

※　 行政が取り組む主な事業

※ 

※ 

※ 

基本施策 施策課題 事業内容 短期（Ｈ１８～Ｈ１９） 中期（Ｈ２０～Ｈ２２）

・東西自由通路と大規模商業施設
を結ぶペデストリアンデッキ整備
の協議・調整、完成。

(4)新たな北口自由通
路の整備

【北口自由通路の整備】
・東西自由通路の混雑解消、駅
東西の回遊性、利便性向上を図
る北口自由通路を新たに整備す
る。

(5)歩行空間や道路横
断の環境改善

(7)駅東西連絡の強化

(8)東口の回遊性向上 【東口ペデストリアンデッ
キ新設】
・日航ホテルと川崎ＢＥを結ぶ
ペデストリアンデッキを新設す
る。

【府中街道アンダーパス部
改良】
・アンダーパス部の自転車・歩
行者通行の改善、整備を推進す
る。

・西口大宮町地区ペデストリア
ンデッキを整備する。
・北口第２街区再開発等の機会
を捉えたＪＲ・京急両駅間の歩
行空間のあり方の検討、整備。

・東西自由通路と西口堀川町地
区大規模商業施設を接続する。 －

・西口地区大規模商業施設のオー
プン後におけるアンダーパス部の
自転車通行量の増加量を把握し、
実現性をふまえた改善方策の検
討。

・関係者との協議・調整、
整備。

・関係事業者との協議・調整
・東西自由通路、地上への動線確
保、バリアフリー化などの技術的
課題の検討。

・事業化に向けた取り組み
推進。

・民間の再開発事業におけるペデ
ストリアンデッキの整備推進、完
成。
・北口第２街区再開発等の機会を
捉えたＪＲ・京急川崎駅間の歩行
者空間のあり方の検討。

・事業着手に向けた取り組
みの支援（再掲）。
・歩行者空間の整備に向け
た事業の調整、検討を進め
る。

(6)東西自由通路の西
側接続と機能強化

・改札口設置を含めた北口自由通
路整備に向けた関係者との協議・
調整、設計。

・事業の着手、整備推進。

回
遊
性
の
強
化

中・長期（Ｈ２３～）

継　続


